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●本資料に記載されている将来の業績に関する見通しにつきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情
報に基づき当社が独自予測したものであり、リスクや不確定な要素を含んでいます。従いまして、見通しの達成を
保証するものではありません。また、本資料は投資勧誘を目的に作成されたものではありません。投資を行う際は、
投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。



2023年2月期 第2四半期累計業績ハイライト

増収および荒利益率の改善が経費の増加を補い、営業増益となった。
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営業利益増加の要因
荒利益高の増加が電力料とキャッシュレス手数料の上昇を吸収、

営業利益は＋162百万円となった。

（百万円）

キャッシュレス
手数料の増加

電力料の高騰

荒利益率改善が
寄与

前年第２Ｑに比べ

+162百万円
（106.2%)



巣ごもり需要の反動の中、一人あたり買上個数は上がった
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既存店売上高の状況
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・猛暑が続いたことから、エアコンや扇風機などの季節家電が好調

・行動制限の緩和に伴い、レジャー用品、オーラルケア用品などが伸長
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部門別売上高の状況

好調だった主な商品

＜家電部＞

エアコン、扇風機などの季節家電

＜ライフスタイル部＞

レジャー用品、自転車

＜HBC部＞

オーラルケア用品、マスク
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荒利益率の月次推移
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23年2月期

前年に比べ、毎月安定的に荒利益率が改善
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荒利益率の改善

23.1%

22年2月期

改善要因
・在庫コントロールの徹底
・PB商品の売上構成比の増加

+0.4%
22.7%



2023年2月期
重点取り組みの状況
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PB商品、NB商品の両方において価格訴求
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１．EDLPの再徹底 「価値ある安さ」を追求

EDLPの施策は下期も継続。

【作業を減らす商品陳列】



アプリ会員数の増加に伴い、アプリ会員売上構成比も上昇

⇒ 入会者が継続的にアプリを利用している。
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１．EDLPの再徹底

22年2月期

第１Q
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第2Q

22年2月期

第3Q

22年2月期

第4Q

23年2月期

第1Q

23年2月期

第２Q

アプリ会員数（万人） 91 97 105 112 119 125

アプリ会員売上高構成比 34% 36% 39% 41% 42% 43%
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PB商品売上高構成比23.2期第２Q累計実績16.4% → 23.2期目標 20.0％
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２．PB商品の拡大
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マヨネーズ 99,000本 オートミール 25,000食
（前年比200％） （21年11月販売開始。販売数はNBの10倍）

※実績は22年3月～8月実績

第3四半期以降もさらにPB商品を拡大
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２．PB商品の拡大

8月までに特に好調だったPB商品の一例
新規PBの開発

既存PBの活性化

20
PB売上高構成比

達成へ

%
税込430円

（22年10月現在）
税込214円

（22年10月現在）
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5年間で

19％向上
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店舗の人時生産性は5年間で19％向上した

３．生産性の向上

当期の主な取り組み

・曜日別納品数量の波動を抑制
・デジタルツールの活用

※人時生産性
従業員一人が1時間あたりに稼ぐ
荒利益高のこと。

（2019年2月期第2Qを100％として比較）
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４．既存店を強化する投資

期初計画：14店舗を改装

・坪当たり売上高の改善

・店舗生産性の向上

直近の大型改装の状況

おゆみ野店（千葉県）

・売場面積2,300坪をリニューアル

・医薬品、衛生用品、食品の拡大
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４．既存店を強化する投資

EC事業の再構築：市場環境の変化に対応したサービスを提供

事業環境

・業態間の競争から、
業態を超えた競争の激化

・顧客嗜好、買い物手段の多様化

・スマホをハブとした生活環境へ

EC × 店舗 × アプリ ＝ 新たなサービス
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統合報告書の発行

2022年9月に「統合報告書２０２２」を発行しました。

https://www.mrmax.co.jp/corporation/ir/integrated_report/

統合報告書はホームページに掲載しております。

https://www.mrmax.co.jp/corporation/ir/integrated_report/


2023年2月期業績予想

➢ 営業収益増収率2.4％

➢ 営業利益50億円、前期比111.4%を計画
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